
（3）　平成30年7月1日発行　群馬県議会だより

質
疑
及
び
一
般
質
問

平
成
30
年
５
月
31
日
、
６
月
１
日
、
５
日
に
開
催

さ
れ
た
質
疑
及
び
一
般
質
問
で
は
、
次
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
及
び
一
般
質
問
の
映
像
は
こ
ち
ら

○
質
疑
及
び
一
般
質
問
の
中
か
ら
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

５
月
31
日
㈭◎

本
県
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
事
業
に
つ
い

て

 

自
由
民
主
党　

金
井　

康
夫

Q
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
事

業
は
先
駆
的
な
取
組
で
す
が
、
本
県
事
業
の

ね
ら
い
と
特
徴
を
伺
い
ま
す
。

A
昨
年
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
犯
罪
被
害
や
問

題
行
動
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
相
談

事
業
を
試
行
的
に
実
施
し
ま
す
。
こ
の
取
組
は
、

不
安
や
悩
み
が
あ
っ
て
も
対
面
や
電
話
に
よ
る
相

談
を
た
め
ら
う
生
徒
の
思
い
を
受
け
止
め
る
、
新

た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す
。
生
徒
が
不
安
定

に
な
り
や
す
い
夏
季
休
業
明
け
前
後
の
期
間
に
、

深
夜
ま
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
期
間
終

了
後
は
取
組
の
結
果
を
分
析
し
、
今
後
の
相
談
体

制
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
骨
髄
バ
ン
ク
の
若
者
へ
の
啓
発
に

つ
い
て

 

リ
ベ
ラ
ル
群
馬　

黒
沢　

孝
行

Q
骨
髄
バ
ン
ク
で
は
、「
語
り
部
」
を
派
遣
す
る

事
業
を
実
施
し
て
い
て
、
若
者
へ
の
啓
発
に

効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
本
県
の
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
若
い

世
代
で
少
な
い
傾
向
に
あ
り
、
若
者
に
骨
髄

移
植
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
は
非

常
に
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
骨

髄
移
植
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
会
場
に
お
け
る
啓
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
「
語
り
部
」
を
派
遣
す
る
事
業
も
含

め
、
特
に
若
者
へ
の
啓
発
に
効
果
が
見
込
ま
れ
る

事
業
の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◎
シ
ニ
ア
農
業
者
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

川
野
辺　

達
也

Q
農
業
就
業
者
が
減
少
す
る
中
、
農
業
を
継
続

的
に
発
展
さ
せ
る
に
は
、
知
識
や
経
験
、
技

術
を
持
っ
た
シ
ニ
ア
農
業
者
が
長
期
的
に
農
業
に

従
事
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

A
産
地
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
シ
ニ

ア
世
代
の
方
々
に
、
野
菜
生
産
に
従
事
し
続

け
て
も
ら
う
こ
と
が
、
産
地
の
維
持
・
発
展
に
欠

か
せ
な
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
世
代
の

技
術
、
施
設
等
の
継
承
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
総
合
的
な
見
地
か
ら
産
地
力
を
維
持
す

る
仕
組
み
を
、
市
町
村
や
農
業
団
体
等
と
と
も
に

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

◎
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
の
県
管
理
道

路
に
お
け
る
推
進
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

岩
井　

均

Q
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
（
環
状
交
差
点
）
に
は

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
県
管
理

道
路
に
お
け
る
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
推
進
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

A
県
で
は
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
は
有
効
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
設
置
の
目
安
は
、

交
差
点
に
流
入
す
る
交
通
量
が
１
日
当
た
り
１
万

台
未
満
、
歩
行
者
や
自

転
車
の
交
通
量
が
１
時

間
当
た
り
１
０
０
人
未

満
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
中
榛
名
駅
前
交
差
点

は
設
置
の
目
安
を
満
た

し
て
い
る
た
め
、
地
元

の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、

「
社
会
実
験
」
と
し
て

実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

６
月
１
日
㈮◎

農
畜
産
物
等
の
輸
出
の
現
状
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

清
水　

真
人

Q
本
県
産
農
畜
産
物
等
の
輸
出
に
つ
い
て
、
現

状
と
今
後
の
取
組
、
ジ
ェ
ト
ロ
と
の
連
携
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
本
県
農
畜
産
物
等
の
平
成
29
年
度
の
輸
出
金

額
は
10
億
円
を
超
え
、
県
農
業
・
農
村
振
興

計
画
に
掲
げ
る
目
標
を
２
年
前
倒
し
で
達
成
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

欧
州
・
東
南
ア
ジ
ア
で
の
取
組
を
発
展
さ
せ
、
輸

出
に
取
り
組
む
生
産
者
の
増
加
、
新
た
な
輸
出
国

の
拡
大
な
ど
を
図
り
ま
す
。
ま
た
ジ
ェ
ト
ロ
と
連

携
し
た
バ
イ
ヤ
ー
招
聘
等
に
よ
り
、
生
産
者
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

 

公
明
党　

藥
丸　

潔

Q
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
の
制
定

に
よ
り
、
都
道
府
県
の
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障

害
対
策
推
進
計
画
の
策
定
が
努
力
義
務
と
し
て
規

定
さ
れ
た
た
め
、
県
で
も
計
画
を
策
定
す
べ
き
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

A
県
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
い
て
の

相
談
、
依
存
症
理
解
の
た
め
の
講
演
会
開

催
、
支
援
者
養
成
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
一
層
充
実
し
、
ア
ル
コ
ー
ル

健
康
障
害
の
予
防
か
ら
回
復
支
援
ま
で
の
総
合
的

な
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
年
度
内
に
県
の
ア
ル

コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
推
進
計
画
を
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◎「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
」の
被

害
状
況
に
対
す
る
県
の
認
識
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

泉
沢　

信
哉

Q
桜
や
果
樹
等
に
被
害
を
も
た
ら
す
特
定
外
来

生
物
「
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
」
に
つ
い

て
、
邑
楽
館
林
地
域
で
被
害
が
広
が
っ
て
い
ま
す

が
、
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

A
国
内
で
は
平
成
24
年
に
愛
知
県
で
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
県
内
で
は
平
成
27
年
に
館
林
市
内

で
確
認
さ
れ
、
昨
年
の
被
害
状
況
調
査
で
、
邑
楽

館
林
地
域
を
中
心
と
し

た
８
市
町
で
被
害
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
拡
散

防
止
に
は
早
期
発
見・
早

期
駆
除
が
要
で
あ
り
、

身
近
な
環
境
の
変
化
に

注
意
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。

◎
県
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許

可
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

金
井　

秀
樹

Q
「
中
学
校
区
に
居
住
し
た
期
間
及
び
勤
務
し

た
期
間
が
通
算
し
て
十
年
以
上
あ
る
者
」
と

い
う
条
例
第
３
条
第
５
号
の
許
可
要
件
の
撤
廃
に

代
わ
る
有
効
な
制
度
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
条
例
に
代
わ
る
手
法
と
し
て
は
、
都
市
計
画

法
で
は
、「
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
地

区
計
画
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
街
化

調
整
区
域
の
集
落
内
に
エ
リ
ア
を
定
め
、
新
た
な

住
宅
や
一
定
規
模
以
下
の
店
舗
な
ど
の
立
地
を
誘

導
し
、
集
落
の
維
持
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。

現
在
、
地
区
計
画
を
定
め
る
モ
デ
ル
地
区
の
選
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

６
月
５
日
㈫◎

県
道
前
橋
赤
城
線
の
歩
道
設
置
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

安
孫
子　

哲

Q
１
月
に
重
大
事
故
が
発
生
し
た
県
道
前
橋
赤

城
線
に
お
け
る
歩
道
設
置
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

A
県
道
前
橋
赤
城
線
の
工
事
は
、
渋
滞
の
解
消

や
歩
行
者
及
び
自
転
車
の
安
全
確
保
を
目
的

に
、
歩
道
や
右
折
車
線
の
設
置
等
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
事
故
現
場
を
含
む
約
４
０
０
ｍ
を
優

先
整
備
区
間
と
し
て
昨
年
度
末
か
ら
路
線
測
量
等

を
進
め
、
今
回
上
程
中
の
補
正
予
算
で
用
地
買
収

に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
元
の
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
で
き
る

だ
け
早
期
に
工
事
が
完
成
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

◎
が
ん
患
者
の
外
見
ケ
ア
に
つ
い
て

 

リ
ベ
ラ
ル
群
馬　

小
川　

晶

Q
女
性
の
が
ん
患
者
に
対
す
る
外
見
ケ
ア
の
支

援
と
し
て
、
相
談
会
や
情
報
交
換
会
な
ど
の

取
組
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
人
工
乳
房
に
対
す
る
助
成
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

A
県
で
は
、
相
談
員
を
対
象
と
し
た
外
見
ケ
ア

の
研
修
会
の
開
催
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派

遣
な
ど
の
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
患
者
団
体
が

対
象
疾
患
別
に
開
催
し
て
い
る
女
性
向
け
の
相
談

会
や
情
報
交
換
会
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
工
乳
房
に
対
す
る
助
成
制
度

で
す
が
、
そ
の
費
用
を
公
的
医
療
保
険
や
所
得
税

の
医
療
費
控
除
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
国
に
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

◎
高
齢
者
就
労
支
援
に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

原　

和
隆

Q
高
齢
社
会
対
策
大
綱
に
、
高
齢
者
が
社
会
の

担
い
手
と
な
っ
て
働
け
る
環
境
の
整
備
等
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
人
手
不
足
が
深
刻
な
本
県
で
も
、

様
々
な
能
力
を
持
つ
高
齢
者
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

A
地
域
経
済
の
活
力
維
持
の
た
め
に
は
、
高
齢

者
が
能
力
を
発
揮
し
、
年
齢
に
関
わ
り
な
く

働
け
る
環
境
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。
県
は
関
係

機
関
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
就
労
促
進
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、「
ぐ
ん
ま
元
気
・
活
躍
高
齢
者
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
就
労
支
援
や
社
会
参
加
な
ど
の

高
齢
者
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
高
齢
者
が
地
域
の
中
で
活

躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
県
道
太
田
桐
生
線
バ
イ
パ
ス
整
備

に
つ
い
て

 

自
由
民
主
党　

腰
塚　

誠

Q
バ
イ
パ
ス
整
備
に
つ
い
て
、
新
し
い
県
土
整

備
プ
ラ
ン
に
も
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
後
の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

A
県
道
太
田
桐
生
線
バ
イ
パ
ス
は
、
北
関
東
自

動
車
道
（
仮
称
）
太
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
国
道
50
号
に
至
る
バ
イ
パ
ス
で
す
。

現
在
、
桐
生
市
や
太
田
市
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

概
略
設
計
を
進
め
て
い

ま
す
。
住
民
の
方
の
ご
協

力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
両
市

と
連
携
し
て
、
お
お
む
ね

10
年
間
で
の
完
成
を
目

指
し
、
早
期
の
事
業
化
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

県
議
会
で
は
皆
様
の

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ラウンドアバウトのイメージ

クビアカツヤカミキリの成虫


